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光で明らかにするグリアの機能 
Illuminate the function of glial cells 
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高次脳機能に伴う神経・グリア細胞集団の活動が 2 光子顕微鏡をは

じめとした新規光学技術によって検出されるようになり、高次脳機

能の発現に必要な機能的要素が明らかとなってきた。私たちは 2 光

子励起レーザー顕微鏡によって、動物を生きたままで中枢神経系の

神経・グリア細胞の構造・機能を可視化し、グリアの新規生理機能

を解き明かしてきた。本日はこれらの研究成果を紹介します。 
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日時 201９年１１月２０日（水） 午後 5 時から午後 6 時半 
Date November 20, 2019 (Wed), 17:00 – 18:30 
場所 鶴友会館２階 大会議室                            

Venue Main Conference Room, 2nd Floor of Kakuyu Kaikan 
言語 発表：日本語 パワーポイント：英語 
Language Talk：Japanese,  PowerPoint：English 
主催 プレミアムレクチャー実行委員会 
Organizer Premium Lecture Steering Committee 
 
★講演終了後、鶴友レストランにて情報交換会（無料）開催！！ 
★名古屋大学所属の研究者と学生向けの講演です。一般の方はご遠慮ください。 
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